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特集　雲仙市よかとこ再発見！

小浜体育館が完成しました

結婚応援、移住・定住支援が変更になります

令和４年度の納税カレンダー

高校生の活動を紹介します
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令和３年度雲仙ふるさと景観百選フォトコン
テストで、最優秀賞に輝いた石田一洋さんの
「潮干狩り」。シーズンを迎えた国見町の海
岸沿いの風物詩、皆さんも旬を探しにお出掛
けください。【入賞作品紹介はP7】



● 広報うんぜん
令和  4年4月 2

概要

市の花
ミヤマキリシマ

市の木
ヤマボウシ

農業産出額は県内１位！

ジャガイモは日本一！
県内１位の主な産品
ジャガイモ
イチゴ
ネギ
ブロッコリー
レタス
キャベツ
肉用牛
乳用牛

よかとこ再発見！

２つの海が育む海産物も魅力

　新生活がスタートする春。雲仙市に初めて来た
人にも、ずっと住んでいる人にも、本市が持つ魅
力を紹介します！

　2005年10月11日、島原半島内の７町が合併して誕生しま
した。半島の玄関口として南北に長く位置しています。有明
海と橘湾に面し、半島中央部には国立公園に指定された雲仙
岳、さらには湯量豊富な２つの温泉地がある「海あり、山あ
り、温泉あり」のまちです。また、豊かな自然が育む農水産
物も大きな魅力のひとつです。

　農業が盛んな雲仙市。農業産出額は 279 億円で、県内１位
を誇ります。県全体の 1513 億円のうち約 18％を占めていま
す。また、個別の品目でみても県内トップが多くあります。
　　　　　（農林水産省調べ「2019年市町村別農業産出額」）

　愛野地区や南串山地区を中心に栽培
され、県内産のうち約半数は雲仙市産で
す。市町村別の産出額は、北海道の市町
を抑えて日本一！　品種も豊富で春、秋
の２回出荷。夏の間はひまわり畑に姿を
変え、目も楽しませてくれます。

　有明海沿いではアサリや
カキの養殖が盛んで、春は潮
干狩りでにぎわいます。

　橘湾ではブリやトラフグ
が養殖されています。イリ
コなど加工品も人気です。

DATA
人口：４万2,122人（R4.２月住民基本台帳）
面積：214.31㎢



山の雲仙温泉、海の小浜温泉

まちなみに江戸時代の面影

千々石ミゲル生誕の地

● 広報うんぜん
令和  4年4月3

雲仙温泉 小浜温泉

県立百花台公園
（国見町）

国崎半島自然公園
（南串山町）

岳の棚田
（千々石町）

仁田峠の紅葉
（小浜町）

雲仙岳の霧氷
（小浜町）

　標高 700ｍにある雲仙温泉は硫黄泉、橘湾に面した小浜温泉は
塩化物泉と、それぞれ泉質が異なる山と海の温泉地があります。
年間の観光客数は県内３位です。

　日本で最初の国立公園に指定されたお山雲仙。
温泉街の中心部にある地獄では、大地の息吹を間
近に感じることができます。普賢岳のふもとにあ
る仁田峠は、春はミヤマキリシマ、冬は霧氷と四
季折々の表情を見せてくれます。

　国見町神代小路地区は江戸時代、佐賀鍋島藩
の飛び地として城下町が形成されました。「旧
鍋島家住宅」（鍋島邸）は、国の重要文化財に指
定されています。また、同地区は重要伝統的建
造物群保存地区に選定され、まちなみに当時の
面影を感じることができます。

　千々石ミゲルは天正 10年（1582年）、天正遣欧少年使節として原マルチノ、中浦
ジュリアン、伊東マンショらと共にヨーロッパへ渡り、ローマ法王のもとへ派遣され
ました。近年、ミゲルのものと思われる墓が見つかり、調査が進められています。

　豊富な湯量を誇る小浜温泉。約100度の源泉が毎分
約１万リットルも湧き出ています。海岸沿いには日本
一の長さを誇る足湯施設「ほっとふっと105」があり、
橘湾に沈む夕日を見ながら、蒸し料理も楽しめます。

自然満喫スポット

←次ページは雲仙市見どころマップ！
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